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復習反復で苦手克服

定
期
試
験
や
模
擬
試
験
の
結

果
を
受
け
、
生
徒
や
保
護
者
か

ら
「
時
間
を
か
け
て
い
る
の
に

得
点
に
つ
な
が
ら
な
い
」
と
い

う
言
葉
を
耳
に
す
る
。
背
景
に

は
何
が
あ
る
だ
ろ
う
か
。

ま
ず
は
勉
強
時
間
が
足
り
て

い
な
い
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。

集
中
し
て
い
る
時
間
の
こ
と

だ
。
俗
に
言
う
「
な
が
ら
」
勉

強
は
、
他
の
こ
と
に
集
中
し
て

し
ま
う
時
間
が
多
く
な
る
。
ま

た
、
近
く
に
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン

を
置
き
、
会
員
制
交
流
サ
イ
ト

（
Ｓ
Ｎ
Ｓ
）
や
メ
ー
ル
の
着
信

を
気
に
す
る
よ
う
で
は
、
真
剣

な
勉
強
と
は
い
え
な
い
。

い
ざ
始
め
た
ら
眠
く
な
り
、

漫
然
と
机
に
向
か
っ
て
い
る
こ

と
も
考
え
ら
れ
る
。
勉
強
す
る

時
間
に
眠
く
な
ら
な
い
よ
う
に

生
活
リ
ズ
ム
を
整
え
よ
う
。

復
習
面
で
は
ど
う
か
。
問
題

を
解
い
て
答
え
合
わ
せ
を
す
る

際
、
間
違
え
た
原
因
を
突
き
詰

め
ず
、
解
答
し
て
終
わ
り
に
し

て
い
な
い
だ
ろ
う
か
。

ケ
ア
レ
ス
ミ
ス
と
い
う
都
合

の
よ
い
言
葉
で
片
付
け
て
し
ま

う
生
徒
も
多
い
が
、
ミ
ス
は
ミ

ス
。
耳
の
痛
い
話
か
も
し
れ
な

い
が
、
ケ
ア
レ
ス
ミ
ス
と
い
う

言
葉
を
使
っ
て
い
る
う
ち
は
、

そ
の
間
違
い
は
な
く
な
ら
な
い

か
も
し
れ
な
い
。

で
き
な
か
っ
た
問
題
に
正
答

す
る
た
め
に
は
、
１
回
の
復
習

で
は
足
り
な
い
。
復
習
し
た
後
、

一
定
の
期
間
を
置
き
、
ま
た
そ

の
問
題
と
向
き
合
っ
て
み
よ

う
。
で
き
る
よ
う
に
な
る
ま
で

繰
り
返
さ
な
い
と
、
苦
手
な
問

題
を
解
く
こ
と
は
難
し
い
。

生
活
面
で
も
、
勉
強
面
で
も
、

あ
と
一
歩
の
詰
め
の
甘
さ
が
な

く
な
れ
ば
、
成
績
向
上
に
つ
な

が
る
こ
と
が
あ
る
。
思
う
よ
う

に
伸
び
て
い
な
い
な
ら
、
後
半

戦
に
向
け
て
、
自
分
に
甘
い
部

分
が
な
い
か
現
状
を
振
り
返
る

こ
と
か
ら
始
め
よ
う
。

（
河
合
塾
Ｎ
Ｅ
Ｘ
Ｔ
・
進
藤
誠

泉
中
央
教
室
長
）

‖
土
曜
日
掲
載
‖

答えは11日の

朝刊に

又又又又又又又俣
末
末
末迄 又又又又又又又 沫

末
末
末

抹

（ 月４日朝刊）

（小学１～６年／家庭学習）

①最
さい

初
しょ

の段
だん

落
らく

を ４Ｗ１Ｈ で要
よう

約
やく

し、次
つぎ

の（ ）

を埋
う

めましょう。

いつ（ ） どこで（ ）

何
なに

が（ ）

どのように（ を取
と

り入
い

れて）

どうした（ ）

②残
のこ

る「１Ｗ」を予
よ

想
そう

しましょう。

なぜ（ ）

③会
かい

場
じょう

ではどんな感
かん

染
せん

対
たい

策
さく

が行
おこな

われましたか。

（ ）時
じ

間
かん

ごとに（ ）

④空
くう

欄
らん

の見
み

出
だ

しを考
かんが

えてみましょう。

（ ）
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問

題

新
あたら

しい生
せい

活
かつ

様
よう

式
しき

も定
てい

着
ちゃく

し 少
すこ

しずつ日
にち

常
じょう

が取り戻
もど

されていることでしょう。東
ひがし

日
に

本
ほん

大
だい

震
しん

災
さい

の時
とき

もそうでしたが、当
あ

たり前
まえ

の

ことができるありがたさを改
あらた

めて感じて

います。小
しょう

学
がく

５年
ねん

生
せい

は国
こく

語
ご

で新
しん

聞
ぶん

の学
がく

習
しゅう

をしている頃
ころ

でしょう。見出しを付
つ

けるこ

とにも挑
ちょう

戦
せん

しましょう。プロに勝
か

てるか

も。

（日本新聞協
きょう

会
かい

ＮＩＥアドバイザー・仙
せん

台
だい

市
し

岡
おか

田
だ

小校
こう

長
ちょう

阿
あ

部
べ

謙
けん

）
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柴
田
町
・
高
齢
者
の
救
急
対
応
に
活
用

３
ヵ
所
の
窓
口

利
用
啓
発

救
急
安
心
カ
ー
ド
の
普
及
で
協
力
す

る
滝
口
町
長
（
左
か
ら
３
人
目
）
と

郵
便
局
関
係
者
ら

柴
田
町
の
柴
田
、
槻
木
、
船

迫
の
３
郵
便
局
は
、
町
な
ど
が

取
り
組
む
高
齢
者
の
救
急
対
応

に
活
用
す
る
「
救
急
安
心
カ
ー

ド
」
の
普
及
に
協
力
す
る
。
カ

ー
ド
を
各
郵
便
局
の
窓
口
に
置

き
、
訪
れ
る
高
齢
者
に
利
用
を

呼
び
掛
け
る
。
郵
便
局
と
町
が

昨
年

月
に
結
ん
だ
町
民
サ
ー

ビ
ス
の
向
上
に
向
け
て
協
力
す

る
包
括
連
携
協
定
の
一
環
。

カ
ー
ド
事
業
は
２
０
１
０

年
、
町
や
町
社
会
福
祉
協
議
会

な
ど
が
始
め
た
。

歳
以
上
の

主
に
独
り
暮
ら
し
の
高
齢
者
が

対
象
で
、
持
病
や
か
か
り
つ
け

医
、
緊
急
連
絡
先
な
ど
の
情
報

を
記
し
、
冷
蔵
庫
な
ど
決
ま
っ

た
場
所
に
保
管
す
る
。
急
病
の

際
、
救
急
隊
は
カ
ー
ド
情
報
を

確
認
し
て
医
療
機
関
と
適
切
な

対
応
を
取
る
。

町
に
よ
る
と
、

歳
以
上
の

高
齢
者
（
３
月
末
現
在
）
は
約

８
２
０
０
人
で
、
う
ち
カ
ー
ド

を
持
っ
て
い
る
の
は
約
２
５
５

０
人
。
町
は
普
及
率
を
現
在
の

３
割
か
ら
５
割
ほ
ど
に
高
め
た

い
考
え
。

槻
木
郵
便
局
で
１
日
に
出
発

式
が
行
わ
れ
、
出
席
し
た
滝
口

茂
町
長
と
郵
便
局
関
係
者
ら
が

事
業
協
力
を
確
認
し
た
。
柴
田

郵
便
局
の
大
沼
芳
則
局
長
は

「
町
な
ど
と
共
に
命
を
守
る
施

策
に
取
り
組
み
、
地
域
住
民
の

サ
ー
ビ
ス
向
上
に
努
め
た
い
」

と
話
し
た
。

ク
ロ
マ
ツ
の
苗
木
を
植
え
る
参
加
者
ら

東
日
本
大
震
災
の
津
波
被
害
を
受
け
た

仙
台
湾
沿
岸
の
海
岸
防
災
林
の
再
生
を
目

指
し
、県
緑
化
推
進
委
員
会
が
９
月

日
、

岩
沼
市
寺
島
川
向
の
市
有
林
で
植
樹
活
動

を
行
っ
た
。

県
内
の
親
子
連
れ
な
ど
約

人
が
参
加

し
、
盛
り
土
し
た
約
２
４
０
０
平
方
㍍
に

ク
ロ
マ
ツ
と
ハ
ン
ノ
キ
の
苗
木
約
３
０
０

本
を
植
え
た
。
県
緑
化
推
進
委
の
森
琢
男

理
事
長
は
「
潮
風
や
砂
の
被
害
か
ら
内
陸

を
守
る
た
め
、
一
日
も
早
く
大
き
く
な
っ

て
ほ
し
い
」
と
話
し
た
。

県
緑
化
推
進
委
は
藩
制
時
代
に
植
え
ら

れ
た
海
岸
林
「
潮

し
お

除
よ
け

須
す

賀
か

松
」
の
再
生
に

向
け
、
２
０
１
４
年
度
か
ら
仙
台
市
や
岩

沼
市
な
ど
３
市
１
町
で
植
樹
を
続
け
て
き

た
。
こ
れ
ま
で
に
延
べ
約
４
５
０
０
人
が

約
３
万
５
０
０
０
本
を
植
え
た
。
植
樹
活

動
は
本
年
度
で
終
了
す
る
。

親子など80人が300本
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ク
ロ
マ
ツ
の
苗
を
植
え
る
児
童
た
ち

第

回
県
み
ど
り
の
少
年
団
大
会
（
県

み
ど
り
の
少
年
団
連
盟
主
催
）
が
４
日
、

東
松
島
市
の
大
曲
海
岸
な
ど
で
あ
っ
た
。

東
日
本
大
震
災
の
津
波
で
失
わ
れ
た
海
岸

防
災
林
の
再
生
を
目
指
し
、
団
員
の
小
学

生
ら
が
ク
ロ
マ
ツ
な
ど
を
植
樹
し
た
。

県
内
９
市
町
の

団
体
か
ら
計
約
１
３

０
人
が
参
加
。
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
県
森
林
イ
ン

ス
ト
ラ
ク
タ
ー
協
会
ス
タ
ッ
フ
の
指
導
を

受
け
、
松
く
い
虫
に
抵
抗
性
の
あ
る
ク
ロ

マ
ツ
の
苗
約
１
０
０
０
本
と
ア
オ
ダ
モ
の

苗

本
を
ス
コ
ッ
プ
を
使
っ
て
植
え
た
。

東
松
島
市
宮
野
森
小
３
年
の
村
山
凛

り

姫
お
ん

さ
ん

９

は
「
大
き
な
林
に
な
る
の
が
楽

し
み
。
大
人
に
な
っ
た
ら
見
に
来
て
み
た

い
」
と
語
っ
た
。

県
み
ど
り
の
少
年
団
は

団
体
に
小
中

学
生
約
３
６
９
０
人
が
所
属
し
、
各
地
で

緑
化
活
動
な
ど
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

みどりの少年団集結
⊂⊂⊂⊂⊂⊇
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⊃

日
の答

え
だ
よ

①最
さい

初
しょ

の段
だん

落
らく

を「４Ｗ１Ｈ」で要
よう

約
やく

し、

次
つぎ

の（ ）を埋
う

めましょう。

いつ（３日）

どこで（勾
こう

当
とう

台
だい

公
こう

園
えん

）

何
なに

が（杜
もり

の都
みやこ

復
ふっ

活
かつ

祭
さい

）

どのように（新
あたら

しい生
せい

活
かつ

様
よう

式
しき

）を取
と

り

入
い

れて

どうした（開
ひら

かれた）

②残
のこ

る「１Ｗ」を予
よ

想
そう

しましょう。

なぜ（解答例・これまでいろいろなイ

ベントが中
ちゅう

止
し

されてきたから）

③会
かい

場
じょう

ではどんな感
かん

染
せん

対
たい

策
さく

が行
おこな

われま

したか。

２ 時
じ

間
かん

ごとに（入
にゅう

場
じょう

者
しゃ

を入れ替
か

える）

④空
くう

欄
らん

の見
み

出
だ

しを考
かんが

えてみましょう。

（解答例・久
ひさ

々
びさ

心
こころ

も躍
おど

る）

高橋さん（右）の講義を受ける築館高生

仕
事
や
生
き
方

先
輩
か
ら
学
ぶ

１
年
生
に
ガ
イ
ダ
ン
ス

築 館 高築
館
高
は
７
日
、
旧
築
館
高
、

築
館
女
子
高
を
卒
業
し
た
先
輩
た

ち
に
仕
事
や
生
き
方
を
学
ぶ
キ
ャ

リ
ア
ガ
イ
ダ
ン
ス
を
開
催
し
た
。

市
役
所
や
民
間
企
業
な
ど
で
活
躍

す
る

人
が
講
師
を
務
め
、
１
年

生
約
１
５
０
人
が
受
講
し
た
。

栗
原
市
社
会
教
育
課
の
高
橋
千

穂
さ
ん

は
、
自
治
体
国
際
化

協
会
の
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
シ

ド
ニ
ー
事
務
所
で
の
勤
務
経
験

や
、
栗
原
市
の
高
校
生
を
ス
ウ
ェ

ー
デ
ン
に
派
遣
す
る
交
流
事
業

を
始
め
た
経
過
な
ど
を
説
明
。「
全

力
で
取
り
組
め
ば
、
必
ず
自
分

の
力
に
な
る
」
と
ア
ド
バ
イ
ス
し

た
。航

空
業
界
の
仕
事
に
関
心
が
あ

る
と
い
う
氏
家
菜
々
さ
ん

は
「
世
界
と
関
わ
る
仕
事
を
す

る
に
は
、
英
語
が
と
て
も
大
事
だ

と
分
か
っ
た
。
も
っ
と
英
語
の

勉
強
に
力
を
入
れ
た
い
」
と
話
し

た
。

●

日

▽
大
崎
市
・
イ
オ
ン
タ
ウ
ン
古
川

（
骨
髄
バ
ン
ク
の
登
録
も
受
け
付
け
、

午
前

時
〜

時

分
・
午
後
１
時

〜
４
時
３
０
分
）
▽
富
谷
市
・
イ
オ

ン
モ
ー
ル
富
谷
（
骨
髄
バ
ン
ク
の
登

録
も
受
け
付
け
、
午
前

時
〜

時

分
・
午
後
１
時
〜
４
時

分
）

▽
栗
原
市
・
イ
オ
ン
ス
ー
パ
ー
セ
ン

タ
ー
栗
原
志
波
姫
店
（
午
前

時
〜

時

分
・
午
後
１
時
〜
４
時

又俣
末
末
末
末
末
末
末
末
末
末
末迄又沫

末
末
末
末
末
末
末
末
末
末
末

抹

献
血
ル
ー
ム

分
）

●

日

▽
角
田
警
察
署
（
４
０
０
㍉
㍑
献

血
の
み
受
け
付
け
、
午
前

時
〜

時

分
）

▽
杜
の
都
献
血
ル
ー
ム
Ａ
Ｏ
Ｂ
Ａ

（
全
血
献
血
は
午
前
９
時

分
〜
午

後
５
時
、
成
分
献
血
は
午
前
９
時

分
〜
午
後
４
時

分
）
▽
献
血
ル
ー

ム
ア
エ
ル

（
全
血
献
血
は
午
前
９

時

分
〜
午
後
５
時
、
成
分
献
血
は

午
前
９
時

分
〜
午
後
４
時

分
）

∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪

又俣
末
末
末
末
末
末
末
末
末
末
末迄又沫

末
末
末
末
末
末
末
末
末
末
末

抹

催

し

又俣
末
末
末
末
末
末
末
末
末
末
末迄又沫

末
末
末
末
末
末
末
末
末
末
末

抹

募

集

◇
栗
原
市
障
が
い
者
就
労
セ
ミ
ナ

ー

日
午
後
１
時
半
、
栗
原
市
若

柳
総
合
文
化
セ
ン
タ
ー
。
ウ
ジ
エ
ス

ー
パ
ー
の
吉
田
芳
弘
常
務
が
「
と
も

に
働
く
、
と
も
に
輝
く
」
と
題
し
て

講
演
。
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
は
就
労
者
、

企
業
、
支
援
機
関
の
代
表
者
が
実
践

発
表
す
る
。
入
場
無
料
。
市
社
会
福

祉
課
０
２
２
８（
２
２
）１
３
４
０
。

◇
生
衛
業
者
の
た
め
の
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
対
策
講
習
会

日
午

後
２
時
、
仙
台
市
青
葉
区
・
ホ
テ
ル

白
萩
。
県
生
活
衛
生
営
業
指
導
セ
ン

タ
ー
主
催
。
仙
台
医
療
セ
ン
タ
ー
ウ

イ
ル
ス
セ
ン
タ
ー
長
の
西
村
秀
一
さ

ん
が
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
対
策
と

題
し
て
話
す
。
定
員
１
０
０
人
。
参

加
無
料
。
申
し
込
み
は

日
ま
で
に

同
セ
ン
タ
ー
０
２
２
（
３
４
３
）
８

７
６
３
へ
。

◇
「
私
の
夢
の
か
な
え
方
½
女
性

の
た
め
の
起
業
講
座
」

起
業
に
興

味
・
関
心
の
あ
る
女
性
、
起
業
し
た

い
と
考
え
る
女
性
の
セ
ミ
ナ
ー
。

、

、

日
午
後
６
時
、
仙
台
市
青
葉

区
・
ア
エ
ル
７
階
「
ア
シ
☆
ス
タ
交

流
サ
ロ
ン
」
。
定
員

人
（
事
前
申

し
込
み
）
。
参
加
料
３
０
０
０
円
。

市
起
業
支
援
セ
ン
タ
ー
０
２
２
（
７

２
４
）
１
１
２
４
。

◇
県
美
ネ
ッ
ト
出
前
講
座

▽

日
午
後
６
時
半
‖
仙
台
市
宮
城
野
区

・
県
婦
人
会
館
（
定
員

人
）
▽

日
午
前

時
‖
青
葉
区
・
東
京
エ
レ

ク
ト
ロ
ン
ホ
ー
ル
宮
城
（
同
１
０
０

人
）
▽

日
午
後
６
時
半
‖
泉
区
・

イ
ズ
ミ
テ
ィ

（
同

人
）
▽

日

午
後
６
時
半
‖
若
林
区
中
央
市
民
セ

ン
タ
ー
（
同

人
）
▽

日
午
前

時
‖
石
巻
市
・
Ｉ
Ｒ
Ｏ
Ｒ
Ｉ
石
巻

（
同

人
）
▽

日
午
後
６
時
半
‖

仙
台
市
太
白
区
中
央
市
民
セ
ン
タ
ー

（
同

人
）
▽

日
午
後
３
時
‖
登

米
市
・
宮
城
芸
術
文
化
館
（
同

人
）
。
「
ど
う
な
る
、
県
美
術
館
」

を
テ
ー
マ
に
専
門
家
が
移
転
計
画
の

経
緯
や
問
題
点
を
報
告
。
全
て
参
加

無
料
。
予
約
が
必
要
で
県
美
術
館
の

現
地
存
続
を
求
め
る
県
民
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
（
県
美
ネ
ッ
ト
）
の
ウ
ェ
ブ
サ

イ
ト
や
電
話
で
受
け
付
け
る
。
西
大

立
目
さ
ん
０
８
０
（
１
８
１
９
）
８

５
２
７
。

◇
個
人
指
導
の
パ
ソ
コ
ン
教
室
‼

土
日
祝
日
講
座

、

、

、

、

日
午
前
９
時
半
か
午
後
１
時
半
、

仙
台
市
青
葉
区
・
浜
屋
ビ
ル
２
号

館
。
パ
ソ
コ
ン
入
門
、
ワ
ー
ド
、
エ

ク
セ
ル
な
ど
７
講
座
で
、
い
ず
れ
も

参
加
料
は
２
２
０
０
円
（
２
時
間
×

又俣
末
末
末
末
末
末
末
末
末
末
末迄又沫

末
末
末
末
末
末
末
末
末
末
末

抹

無

料

相

談

１
回
）
か
ら
９
７
０
０
円
（
３
時
間

×
３
回
）
ま
で
６
コ
ー
ス
。
講
座
、

コ
ー
ス
と
日
時
を
選
ぶ
。
要
予
約
。

市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
０
２
２

（
２
１
４
）
６
２
６
２
。

◇
仙
台
市
大
野
田
老
人
福
祉
セ
ン

タ
ー
（
太
白
区
）

日
午
後
１
時

〜
２
時
半
。
遺
言
書
の
作
成
、
相
続

の
手
続
き
、
成
年
後
見
制
度
の
利
用

な
ど
に
コ
ス
モ
ス
成
年
後
見
サ
ポ
ー

ト
セ
ン
タ
ー
県
支
部
の
行
政
書
士
が

対
応
す
る
。
対
象
は
市
内
在
住
の

歳
以
上
。
同
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
０

２
２
（
２
４
７
）
１
０
０
５
。

◇
み
や
ぎ
県
民
サ
ポ
ー
ト
事
業
協

同
組
合

日
午
後
１
〜
３
時
、
仙

台
市
太
白
区
・
市
郡
山
老
人
福
祉
セ

ン
タ
ー
。
遺
言
、
相
続
、
贈
与
、
成

年
後
見
な
ど
の
相
談
に
行
政
書
士
が

対
応
す
る
。
同
組
合
０
２
２
（
２
４

１
）
７
３
９
７
。

◇
県
行
政
書
士
会

日
午
前

時
〜
正
午
‖
気
仙
沼
市
役
所
市
民
相

談
室
、

日
午
後
１
〜
４
時
‖
角
田

市
・
角
田
駅
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
プ
ラ

ザ
、

日
午
前

時
〜
午
後
３
時
‖

石
巻
市
役
所
本
庁
舎
相
談
室
。
相
続
、

遺
言
、
離
婚
、
債
権
債
務
、
公
正
証

書
の
書
類
作
成
に
関
す
る
困
り
事
に

対
応
す
る
。
気
仙
沼
は
同
会
事
務
局

０
２
２
（
２
６
１
）
６
７
６
８
、
角

田
は
新
川
た
か
子
行
政
書
士
事
務
所

０
２
２
４
（
５
５
）
４
３
７
６
、
石

巻
は
行
政
書
士
斉
藤
雄
弥
事
務
所
０

２
２
５
（
９
５
）
３
８
２
０
。

◇
行
政
書
士
に
よ
る
法
務
相
談
会

日
午
前

時
〜
午
後
３
時
‖
若

林
文
化
セ
ン
タ
ー
、

日
午
前

時

〜
午
後
３
時
‖
七
郷
市
民
セ
ン
タ

ー
。
相
続
、
遺
言
、
成
年
後
見
、
建

設
業
許
可
な
ど
の
書
類
作
成
に
対

応
。
県
行
政
書
士
会
０
２
２
（
２
６

１
）
６
７
６
８

◇
み
や
ぎ
県
民
サ
ポ
ー
ト
事
業
協

同
組
合

日
午
後
１
〜
３
時
、
仙

台
市
青
葉
区
・
市
亀
岡
老
人
福
祉
セ

ン
タ
ー
。
成
年
後
見
、
相
続
、
遺
言
、

許
認
可
な
ど
の
相
談
に
行
政
書
士
が

応
じ
る
。
申
し
込
み
は
同
セ
ン
タ
ー

０
２
２
（
２
２
５
）
２
８
１
１
。

日

仙
台

▽
池
田
ク
リ
ニ
ッ
ク
（
小

児
科
）
‖
青
葉
区
旭
ケ
丘
０
２
２
（
２

３
３
）
５
５
０
２
▽
い
の
う
え
小
児

科
ク
リ
ニ
ッ
ク
（
小
児
科
）
‖
宮
城

野
区
福
室
（
２
５
４
）
１
１
０
１
▽

さ
い
と
う
伸
整
形
外
科
ク
リ
ニ
ッ
ク

（
整
形
外
科
）
‖
青
葉
区
荒
巻
本
沢

（
７
２
８
）
６
７
３
０
▽
広
南
休
日

内
科
小
児
科
診
療
所
（
内
科
・
小
児

科
）
‖
太
白
区
長
町
（
２
４
８
）
５

８
５
８
▽
泉
地
区
休
日
診
療
所
（
内

科
・
小
児
科
）
‖
泉
区
泉
中
央
（
３

７
３
）
９
１
９
７
▽
急
患
セ
ン
タ
ー

（
内
科
・
外
科
・
整
形
外
科
・
婦
人

科
・
眼
科
・
耳
鼻
咽
喉
科
）
‖
若
林

区
舟
丁
（
２
６
６
）
６
５
６
１
▽
北

部
急
患
診
療
所
（
内
科
・
小
児
科
・

外
科
）
‖
青
葉
区
堤
町
（
３
０
１
）

６
６
１
１
▽
夜
間
休
日
こ
ど
も
急
病

診
療
所
（
小
児
科
）
‖
太
白
区
あ
す

と
長
町
（
２
４
７
）
７
０
３
５
▽
歯

科
休
日
救
急
診
療
所
‖
青
葉
区
五
橋

（
２
６
１
）
７
３
４
５

白
石
・
刈
田

▽
海
上
内
科
医
院

（
内
科
）
‖
白
石
市
長
町
０
２
２
４

（
２
５
）
１
５
０
１
▽
公
立
刈
田
総

合
病
院
（
外
科
）
‖
白
石
市
福
岡
蔵

本
（
２
５
）
２
１
４
５

角
田
・
丸
森

▽
同
済
病
院
（
内

科
・
外
科
）
‖
角
田
市
佐
倉
０
２
２

４
（
６
３
）
０
３
６
０
▽
大
久
保
歯

科
医
院
‖
角
田
市
角
田
（
６
２
）
４

０
８
４

柴
田

▽
大
沼
胃
腸
科
内
科
外
科

医
院
（
内
科
）
‖
柴
田
町
槻
木
上
町

０
２
２
４
（
５
６
）
１
４
４
１
▽
み

や
ぎ
県
南
中
核
病
院
（
外
科
）
‖
大

河
原
町
西
（
５
１
）
５
５
０
０
▽
山

家
歯
科
ク
リ
ニ
ッ
ク
‖
川
崎
町
前
川

（
８
４
）
２
２
６
６

名
取

▽
名
取
市
休
日
夜
間
急
患

セ
ン
タ
ー
‖
下
余
田
０
２
２
（
３
８

４
）
０
０
０
１
▽
桜
場
デ
ン
タ
ル
ク

リ
ニ
ッ
ク
‖
手
倉
田
（
３
８
３
）
８

８
１
６

岩
沼

▽
安
田
内
科
医
院
‖
大
手

町
０
２
２
３
（
２
２
）
２
６
９
３
▽

清
水
歯
科
医
院
‖
中
央
（
２
２
）
２

３
３
１

亘
理
・
山
元

▽
熊
谷
内
科
医
院

‖
亘
理
町
中
町
東
０
２
２
３
（
３
４
）

５
１
４
０

塩
釜

▽
塩
釜
地
区
休
日
急
患
診

療
セ
ン
タ
ー
‖
塩
釜
市
錦
町
０
２
２

（
３
６
６
）
０
６
３
０
▽
松
島
医
療

生
協
松
島
海
岸
診
療
所
（
歯
科
）
‖

松
島
町
松
島
（
３
５
３
）
２
７
１
７

黒
川

▽
長
沢
整
形
外
科
ク
リ
ニ

ッ
ク
‖
富
谷
市
富
ケ
丘
０
２
２
（
３

５
８
）
７
６
８
８

大
崎

【
昼
】
▽
鎌
田
内
科
ク
リ

ニ
ッ
ク
（
内
科
）
‖
古
川
諏
訪
０
２

２
９
（
２
４
）
１
７
０
０
▽
東
北
整

形
外
科
大
崎
（
内
科
）
‖
鹿
島
台
木

間
塚
（
５
７
）
１
３
３
１
▽
猪
瀬
医

院
（
外
科
）
‖
古
川
大
宮
（
２
２
）

０
７
７
７
▽
大
崎
口
腔
保
健
セ
ン
タ

ー
診
療
室
（
歯
科
）
‖
古
川
南
町
（
２

４
）
５
１
０
１
【
夜
】
▽
大
崎
市
民

病
院
（
内
科
・
外
科
）
‖
古
川
穂
波

（
２
３
）
３
３
１
１

加
美
・
玉
造

▽
伊
藤
医
院
‖
加

美
町
旧
舘
０
２
２
９
（
６
３
）
２
０

２
５遠

田

▽
わ
く
や
整
形
外
科
‖
涌

谷
町
下
道
０
２
２
９
（
４
３
）
５
５

５
３

栗
原

▽
高
橋
ハ
ー
ト
ク
リ
ニ
ッ

ク
‖
瀬
峰
下
田
０
２
２
８
（
５
９
）

２
０
０
５
▽
栗
原
市
立
栗
駒
病
院
‖

栗
駒
岩
ケ
崎
（
４
５
）
２
２
１
１

登
米

▽
佐
藤
医
院
‖
南
方
町
畑

岡
下
０
２
２
０
（
５
８
）
２
０
５
８

▽
中
田
歯
科
診
療
所
‖
中
田
町
上
沼

（
３
４
）
４
１
４
８

石
巻

▽
い
し
づ
か
内
科
ク
リ
ニ

ッ
ク
（
内
科
）
‖
恵
み
野
０
２
２
５

（
９
２
）
７
３
１
１
▽
石
巻
市
夜
間

急
患
セ
ン
タ
ー
（
小
児
科
）
‖
蛇
田

（
９
４
）
５
１
１
１
▽
産
婦
人
科
は

市
役
所
（
９
５
）
１
１
１
１
に
問
い

合
わ
せ
る
▽
須
江
き
む
ら
医
院
‖
須

江
（
２
４
）
６
３
１
１
▽
二
宮
歯
科

医
院
‖
大
街
道
南
（
２
２
）
５
６
２

３
▽
石
巻
歯
科
医
師
会
休
日
診
療
所

‖
中
里
（
９
４
）
８
２
２
３

東
松
島

▽
や
も
と
内
科
ク
リ
ニ

ッ
ク
‖
矢
本
０
２
２
５
（
９
８
）
３

２
６
０

気
仙
沼

▽
鈴
木
医
院
‖
長
磯
原

ノ
沢
０
２
２
６
（
２
７
）
２
３
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５

▽
田
中
前
加
藤
歯
科
医
院
‖
田
中
前

（
２
２
）
１
１
６
７

巵
巵
巵
巵
巵
巵
巵
巵
巵
巵
巵
巵
巵
巵
巵
巵
巵
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刈
り
取
っ
た
稲
を
手
に
笑
顔
を
見
せ
る
児
童

丸
森
町
筆
甫
小
の
全
児
童
９
人
が

９
日
、
学
校
近
く
の
水
田
で
稲
刈
り

に
励
ん
だ
。
昨
年
は
台
風

号
の
影

響
で
収
穫
で
き
な
か
っ
た
が
、
１
年

が
た
ち
、
地
域
の
復
興
に
思
い
を
は

せ
な
が
ら
住
民
や
教
員
ら
と
鎌
を
振

る
っ
た
。

約
１
㌃
の
水
田
に
も
ち
米
の
稲
が

実
っ
た
。
児
童
た
ち
は
ぬ
か
る
み
に

足
を
取
ら
れ
な
い
よ
う
に
注
意
し
な

が
ら
丁
寧
に
刈
り
取
り
、
稲
の
束
を

並
べ
た
。
２
年
佐
久
間
陸
君

７

は

「
き
つ
か
っ
た
け
れ
ど
、
た
く
さ
ん

刈
れ
た
。
う
れ
し
い
」
と
満
足
そ
う

に
話
し
た
。

昨
年
の
台
風

号
で
は
学
校
敷
地

の
の
り
面
が
崩
落
。
児
童
た
ち
が
田

植
え
を
し
た
水
田
が
脇
に
あ
り
、
流

れ
込
ん
だ
土
砂
で
使
え
な
く
な
っ

た
。
今
年
は
隣
接
す
る
水
田
を
借
り

た
。佐

藤
芳
樹
校
長
は
「
地
域
の
方
々

に
手
伝
っ
て
も
ら
い
、
刈
り
終
え
る

こ
と
が
で
き
た
。
コ
メ
作
り
が
で
き

な
く
な
っ
た
筆
甫
の
人
た
ち
へ
の
励

ま
し
に
な
っ
た
と
思
う
」
と
あ
い
さ

つ
し
た
。

月
末
に
は
学
校
で
収
穫

祭
を
開
き
、
お
こ
わ
な
ど
を
味
わ
う
。

昨年 月の台風 号で被災した住民

をものづくりで支援しようと、丸森町

の伊具高（生徒197人）が９日、近く

の花田仮設住宅団地の住民に、実習で

作った棚とちり取りを寄贈した。機械

系列の生徒たちが金属の加工技術を生

かした。

棚は玄関のコーナー用で高さ ㌢。

靴や鉢植えなどを置け、傘立ても付け

た。主に木製だが、はりの部分が金属

製となっている。ちり取りは１枚の金

属板から製作。折り曲げの技術を学び

ながら作業した。製造業者グループ「仙

南マシンクラブ」が協力して棚 点、

ちり取り 点を用意した。

団地で贈呈式があり、生徒約 人が

出席。自宅が被災し、３月まで別の仮

設住宅団地で暮らした３年八巻一斗

さん が代表し「仮設住宅にいた経

験を基に、何を作ったら喜んでもら

えるかを考えた。安全安心の設計に取

り組んだ」とあいさつ。製作品を渡し

た。

住民の矢野きみよさん は「立派

にできている。仮設住宅を出ても、新

しい家で使い続けたい」と感謝した。

伊具高は要望があれば今後も製作する

という。

棚
と
ち
り
取
り
96
点 玄関用の棚などが披露された贈呈式。仮設住宅の

住民（手前）に伊具高生がちり取りを渡した

仮設住民に心の手作り品 伊具高生
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(２６)２０２０年(令和２年)１０月１１日(日曜日) (２６)２０２０年(令和２年)１０月１１日(日曜日)




